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特
例
債
の
増
な
ど
に
よ
り
１
億
９
，

１
５
２
万
７
千
円
（
46.7
％
）
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
、
各
費
目
の
内
訳
で
は
、
村

税
は
、
主
に
個
人
村
民
税
の
減

収
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
３
，

６
０
９
万
８
千
円（
8.1
％
）減
少
し
ま

し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
地
方
交
付
税
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
う
基
準
財
政

需
要
額
の
増
な
ど
に
よ
り
１
億
６
，

０
４
７
万
円（
6.0
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
国
の
景
気
対
策

の
た
め
の
施
策
で
あ
る
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
や

定
額
給
付
金
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
、

４
億
２
７
９
万
１
千
円（
47.7
％
）減
少

〈
歳
出
の
状
況
〉

　
歳
出
の
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

２
，２
４
４
万
３
千
円
（
0.4
％
）
増

加
し
ま
し
た
。

　
各
費
目
の
内
訳
で
は
、
人
件
費
は
、

退
職
に
よ
る
職
員
の
減
な
ど
に
よ
り
、

１
，０
２
３
万
２
千
円
（
1.3
％
）
減

少
し
ま
し
た
。

　
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
支

給
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
６
，

３
３
８
万
円（
27.9
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
将
来
の
財
政
負
担
を

抑
え
る
た
め
１
億
５
，５
８
９
万
２

千
円
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、４
，３
３
９
万
８
千
円（
5.0

％
）増
加
し
ま
し
た
が
、
繰
上
償
還

額
を
除
く
と
13.0
％
減
少
と
な
り
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
国
の
地
域

活
性
交
付
金
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
、

１
億
１
，５
５
６
万
円（
12.1
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
平
成
22
年

７
月
２
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
道
路
、
農
地
、
林
道
等
に

大
き
な
被
害
が
あ
り
、
復
旧
費
用
に

１
億
４
，６
８
２
万
円
を
要
し
ま
し
た
。

　
物
件
費
は
、
橋
り
ょ
う
台
帳
整
備
、

河
川
占
用
申
請
業
務
、
松
枯
損
木
伐

採
委
託
料
の
増
な
ど
に
よ
り
、
２
，

９
９
６
万
６
千
円
（
4.9
％
）
増
加
し

し
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
農
地
や
林
道
等
の

災
害
復
旧
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
７
，

４
１
９
万
１
千
円（
27.4
％
）増
加
し
ま

し
た
。

　
繰
入
金
は
、
村
債
の
繰
上
償
還
の

た
め
減
債
基
金
を
取
り
崩
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
４
，５
５
５
万
６
千

円（
41.1
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　

村報
筑北
平成23年11月18日発行

編集　筑北村総務課
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北2187番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口 5,379人

男 2,611人

女 2,768人

戸　数 1,988戸

（平成23年10月31日現在）
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平
成
22
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平
成
22
年
度
決
算
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議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

 

普
通
会
計
の
決
算
状
況 

　
普
通
会
計（
筑
北
村
で
は
、
一
般

会
計
と
バ
ス
会
計
で
す
。）で
は
、
歳

入
総
額
53
億
２
，９
４
８
万
２
千

円
に
対
し
、
歳
出
総
額
51
億
８
，

２
３
８
万
９
千
円
で
、
１
億
４
，

７
０
９
万
３
千
円
の
黒
字
に
な
り
ま

し
た
。

〈
歳
入
の
状
況
〉

　
歳
入
の
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

４
，０
２
５
万
６
千
円（
0.8
％
）増
加

し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
地

方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
地

方
交
付
税
の
代
替
財
源
）
や
合
併

ま
し
た
。

　
補
助
費
は
、
定
額
給
付
金
事
業
の

減
な
ど
に
よ
り
、
７
，０
９
９
万
８

千
円
（
16.7
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
積
立
金
は
、
交
付
税
収
入
が
多
か

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
１
億
１
，

４
７
０
万
８
千
円
（
28.4
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
中
で
も
財
政
調
整
基
金
と

減
債
基
金
を
合
わ
せ
る
と
、
４
億
９
，

５
５
３
万
円
を
積
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
繰
出
金
は
、
簡
易
水
道
事
業
会
計

や
温
泉
施
設
会
計
へ
の
繰
出
金
減
な

ど
に
よ
り
、
１
億
７
，８
２
５
万
２

千
円
（
22.1
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

歳出総額　51億8,238万9千円

人件費
8億730万5千円
（15.6％）
扶助費
2億9,037万円
（5.6％）

繰出金
6億2,698万1千円
（12.1％）
積立金
5億1,897万円
（10.0％）
補助費
3億5,391万2千円
（6.8％）

維持補修費
4,797万8千円
（0.9％）
物件費
6億3,959万8千円
（12.4％）
災害復旧事業費
1億4,682万円
（2.8％）

公債費
9億1,074万1千円
（17.6％）
普通建設事業費
8億3,971万4千円
（16.2％）

扶助費
2億9,037万円
（5.6％）

97万円
）

1万2千円

修費
万8千円

9万8千円
）

公債費
9億1,074万1千
（17 6％）

投資的経費
9億8,653万4千円
（19.0％）

義務的経費
20億841万6千円
（38.8％）

その他の経費
21億8,743万9千円
（42.2％）

(　)内構成比

村税
4億1,158万6千円
（7.7％）

依存財源
43億5,491万2千円
（81.7％）

自主財源
9億7,457万円
（18.3％）

(　)内構成比

歳入総額　53億2,948万2千円

分担金・負担金
4,163万4千円
（0.8％）

手数料・使用料
1億1,887万5千円
（2.2％）

繰入金
1億5,628万2千円
（2.9％）

地方債
6億202万7千円
（11.3％）

県支出金
3億4,450万7千円
（6.5％）

国庫支出金
4億4,200万3千円
（8.3％）

その他交付金等
7,409万2千円
（1,4％）

繰越金
1億2,928万円
（2.4％）

財産収入・諸収入
1億1,691万3千円
（2.2％）

地方譲与税
6,337万4千円
（1.3％）

地方交付税
28億2,590万9千円
（53.0％）

平平成成成2222年年年度度にに行行っったたた主主なな事事事業業

☆地域活性化交付金事業（H21繰越事業含む）
総額2億3,571万9千円

・耐震補強工事
 （本城公民館、坂北福祉センター、坂北体育館）
・本城グラウンド、排水路整備事業
・村道改良事業（7路線）
・坂北庁舎耐震補強工事ほか
・社会福祉会館の屋根修繕事業
・施設小規模修繕事業（坂井公民館、坂井体育館）
・簡易水道、温泉施設特別会計繰出
・地域活性化・光をそそぐ交付金基金積立
・住民カレンダー作成事業
・図書購入事業
・特別支援教室設置事業（坂北・坂井小学校）

☆まちづくり交付金事業
総額1億8,695万8千円

・防災行政無線（デジタル移動系）システム整備事業
・村道東部線改良事業
・本城グラウンドトイレ改修事業
・坂井グラウンドトイレ改修事業

☆道整備交付金事業（H21繰越事業含む）
総額1億2,576万5千円

・村道古司線、東山線改良事業

☆農山漁村活性化プロジェクト支援事業
   （農業用用排水施設、農道整備）

1億472万3千円

☆こども安心基金事業交付金
392万7千円

・保育園、児童クラブ等の備品購入など

☆太陽光発電システム設置補助事業
146万6千円
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特
別
会
計
の
決
算
状
況 

　
特
別
会
計
は
、
老
人
保
健
特
別
会

計
以
外
、
全
て
黒
字
の
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　
特
に
は
、
き
め
細
か
な
交
付
金
に

よ
る
事
業
の
た
め
一
般
会
計
か
ら
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
各
温
泉
施

設
特
別
会
計
に
繰
り
出
し
、
と
く
ら

温
泉
施
設
で
は
、
非
常
用
自
家
発
電

機
・
非
常
照
明
の
修
繕
、冠
着
温
泉
施

設
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
庫
の
入
れ

替
え
を
行
い
、
そ
の
他
の
交
付
金
事

業
は
、
23
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
は
、
交
付
金
事
業
に
係
る
繰
出

金
を
含
め
、
全
体
で
６
億
４
，
６
１

８
万
４
千
円
（
バ
ス
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
１
，
９
２
０
万
３
千
円

を
含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
１
人
当
た
り
38
万
９
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

８
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
１
人
当
た
り
１
５
３
万
６

千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
４
万
４
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

特別会計歳入歳出決算額の状況

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③（①－②）

繰 越 財 源
④

実質収支額
③－④

公
　
営
　
事
　
業
　

国 民 健 康 保 険 7億4,808万2千円 6億8,963万2千円 5,845万円 5,845万円

国民健康保険診療所 6,868万6千円 6,700万1千円 168万5千円 168万5千円

老 人 保 健 14万8千円 14万8千円 0円 0円

後 期 高 齢 者 医 療 5,923万8千円 5,923万7千円 1千円 1千円

介 護 保 険 6億3,427万6千円 6億1,148万4千円 2,279万2千円 2,279万2千円

公
　
営
　
企
　
業

宅 地 造 成 事 業 1,651万円 1,649万円 2万円 2万円

と く ら 温 泉 施 設 1億4,028万1千円 1億3,675万円 353万1千円 304万5千円 48万6千円

差 切 峡 温 泉 施 設 7,340万円 6,696万6千円 643万4千円 516万9千円 126万5千円

冠 着 温 泉 施 設 1億583万2千円 1億392万8千円 190万4千円 190万4千円

簡 易 水 道 事 業 4億3,649万4千円 4億1,506万8千円 2,142万6千円 1,726万7千円 415万9千円

集 落 排 水 事 業 2億528万9千円 2億455万8千円 73万1千円 73万1千円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,341万4千円 6,284万1千円 57万3千円 57万3千円

合　　　　　　計 25億5,165万円 24億3,410万3千円 1億1,754万7千円 2,548万1千円 9,206万6千円

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民１人当たり

一 般 会 計 49億4,051万4千円 92万3千円

国民健康保険診療所特別会計 393万5千円 1千円

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 3,460万9千円 6千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 14億9,551万9千円 27万9千円

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 13億4,089万9千円 25万円

合併浄化槽事業特別会計 4億1,022万3千円 7万7千円

合 計 82億2,569万9千円 153万6千円

※平成22年度末の住民基本台帳の人口（5,354人）で算出しています。

地
方
債（
借
入
金
）残
高
の
状
況

基
金（
貯
金
）残
高
の
状
況

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民１人当たり

財 政 調 整 基 金 13億7,026万9千円 25万6千円

減 債 基 金 4億1,147万6千円 7万7千円

地 域 福 祉 基 金 1億5,910万円 3万円

ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 900万円 2千円

ふ る さ と づ く り 基 金 94万円 0千円

地域活性化・光をそそぐ交付金基金 2,250万円 4千円

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 8,767万6千円 1万6千円

簡 易 水 道 事 業 基 金 174万3千円 0千円

簡 易 水 道 減 債 基 金 81万2千円 0千円

介 護 従 事 者 処 遇 改 善 特 例 基 金 143万1千円 0千円

介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 2,064万円 4千円

合 計 20億8,558万7千円 38万9千円

※平成22年度末の住民基本台帳の人口（5,354人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、平成22年度決算の健全化判断
比率と公営企業の資金不足比率を公表します。

≪健全化判断比率の状況≫
指　標　名 H22 H21 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　　　明

実 質 赤
字 比 率 － － 15.00％ 20.00％

普通会計の赤字の割合を示す指標。
平成22年度は黒字でしたので数値
が入りません。

連 結 実 質
赤 字 比 率 － － 20.00％ 40.00％

特別会計も含めた全ての会計の赤字
の割合を示す指標。平成22年度は
全会計で赤字がありませんので数値
が入りません。

実 質 公 債
費 比 率 16.7％ 19.4％ 25.00％ 35.00％

公債費（借金返済額）やそれに準じ
る経費の財政に対する負担の程度を
示す指標。公債費が減少したことと、
分母となる普通交付税や臨時財政対
策債が増額したことにより、前年度
比2.7％の減少となりました。

将 来 負 担
比 率 22.9％ 54.2％ 350.00％

一般会計等の公債費のほか将来的に
支出が見込まれる経費の財政規模に
占める割合を示す指標。実質公債費
比率と同様に分母となる普通交付税
や臨時財政対策債が増額したことに
加え、分子となる額が減少したこと
により、前年度比31.3％の減少と
なりました。

≪資金不足比率の状況≫
　この指標は、公営企業会計（全部で７会計）の資金不足の状況を示すものです。平成22年
度決算では、資金不足となった会計はありませんでした。　※数値なし
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新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
に

向
け
始
動
し
ま
し
た
! !

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
祭
用
品
を
整
備
し
ま
し
た

筑
北
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
熊
井
み
つ
子
さ
ん

保
健
衛
生
功
労
知
事
表
彰
受
賞

都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後

評
価
原
案
を
公
開
し
ま
す

総
合
防
災
訓
練
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

筑
北
地
方
の
住
民
が
待
望
し
て

い
る
国
道
４
０
３
号
新
矢
越
ト
ン
ネ

ル
工
事
の
う
ち
、
安
曇
野
市
明
科
側

の
工
事
用
道
路
が
発
注
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
県
が
行
う
防
災
工

事
の
一
環
と
し
て
平
成
21
年
度
に
国

の
補
助
事
業
に
採
択
さ
れ
、
本
年
度

は
用
地
買
収
を
完
了
し
、
明
科
側
に

工
事
用
道
路
を
造
り
ま
す
。

　
工
事
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

①
完
成
予
定
　
平
成
28
年
度

②
総
事
業
費
　
約
60
億
円

③
総
延
長
　
１
．
８
ｋ
ｍ
（
筑
北
村

滝
上
ト
ン
ネ
ル
先
か
ら
明
科
の
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
出
口
付
近
ま
で
）

を
１
４
０
ｍ
の
橋
と
約
１
ｋ
ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
ぐ

④
幅
員
　
片
側
３
ｍ
の
二
車
線
道
路

震
災
以
降
、
国
の
補
助
金
も
減
額

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
早
期

完
成
を
期
し
、
来
年
度
以
降
ト
ン
ネ

ル
本
体
及
び
橋
梁
の
着
工
を
関
係
機

関
に
強
く
要
望
し
、
国
及
び
県
に
対

し
予
算
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
よ
う
、

関
係
市
村
で
構
成
す
る
同
盟
会
は
も

と
よ
り
筑
北
村
と
し
て
も
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

建
設
課
　
建
設
係

電
話
66
―
２
１
１
１

村
で
は
、
各
地
域
に
お
い
て
都
市

再
生
整
備
計
画
を
作
成
し
、
平
成
19

年
度
か
ら
国
（
国
土
交
通
省
）
の
事

業
認
可
を
受
け
て
、
各
家
庭
へ
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
事
業
を
は
じ

め
、
移
動
系
の
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
、
村
道
改
良
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
ト
イ
レ
水
洗
化
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
等
に
つ
い
て
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

事
業
期
間
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

の
５
ヵ
年
度
で
、
事
業
の
最
終
年
度

で
あ
る
今
年
度
は
、
計
画
に
基
づ
き

実
施
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
当
初
設

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
指
標

に
対
し
て
の
事
後
評
価
を
行
い
、
達

成
状
況
な
ど
の
確
認
と
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
策
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

事
後
評
価
の
原
案
に
つ
い
て
、
次

の
期
間
公
開
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い

た
だ
き
、
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

去
る
11
月
13
日
、
筑
北
村
と
し
て

初
め
て
の
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

準
備
等
に
何
か
と
不
手
際
が
あ

り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
区
長
さ
ん
、
常
会
長
さ
ん
を

は
じ
め
、
村
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

訓
練
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
お
伝
え
し
ま
す
。

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実

施
す
る
、
平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
金

２
０
０
万
円

を
受
け
、
本

城
地
域
の
西

条
本
町
若
連

で
は
地
区
の

お
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
太
鼓
、
笛
、

半
纏
（
は
ん
て
ん
）
等
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
こ
の
秋
に
行
わ
れ
た
お
祭
り
で
は
、

子
ど
も
・
大
人
と
も
新
品
の
半
纏
を

身
に
ま
と
い
、
太
鼓
、
笛
の
音
色
に

合
わ
せ
道
中
囃
子
や
獅
子
舞
が
披
露

さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
伝
統
文
化
が
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
や
若
者
に
保
存
・
継

承
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
連

帯
感
の
深
ま
り
と
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
　
企
画
財
政
係

電
話
66
―
２
２
１
１

　
長
年
に
わ
た
り
、「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
合
言
葉
に

食
改
活
動
を
す
す
め
て
こ
ら
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
第
43
回
長
野
県
食

生
活
改
善
推
進
大
会
に
お
い
て
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
井
さ
ん
は
、
旧
本
城
村
の
会
長

を
つ
と
め
ら
れ
た
中
で
、
長
野
県
松

本
平
支
部
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

長
や
県
の
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。

安
曇
野
市

筑北村
滝上第１
トンネル

滝上第２
トンネル

矢越
トンネル
スノーシェッド

トン
ネル

橋

403

国道403号　新矢越バイパス計画概要図

■
事
後
評
価
原
案
の
公
開
期
間

　 

平
成
23
年
11
月
25
日
か
ら

　 

平
成
23
年
12
月
７
日
ま
で

■
公
開
場
所
　
各
総
合
支
所
窓
口

※
期
間
中
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
も
公
開
し
ま
す
。

（http://w
w
w
.vill.chikuhoku.

lg.jp

）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
財
政
係

電
話
66
―
２
２
１
１

♨♨♨温泉施設年末年始営業のお知らせ♨♨♨

※状況により変更する場合がありますので、ご承知ください。

●下の表中、○印の部門は通常営業、×印の部門は終日休業となります。
●１月３日以降は、全館通常営業となります。

◆差切峡温泉 坂北荘
（電話66-2223）

◆西条温泉 とくら （電話66-2114）

◆草湯温泉 冠着荘 （電話67-2216）
食堂 入浴 月　日 宿泊 宴会 食堂 入浴

○ ○ 12月27日(火) × ○ ○ ○

× ○ 12月28日(水) × × × 15:00から営業

12月29日(木) × × × ○

× ○ 12月30日(金) ○ ○ ○ ○

× 18:00まで営業 12月31日(土) ○ ○ 14:00まで営業 18:00まで営業

× 18:00まで営業 1月　1日(日) ○ ○ × 18:00まで営業

× ○ 1月　2日(月) ○ ○ ○ ○

定休日
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　霜が降りる頃となりました。寒い冬がやってきますね。
　国では生涯を通じた健康の出発点であり、次世代を健やかに育てるための基盤として国民
皆で推進する国民運動計画『健やか親子２１』を策定し、推進しております。
　その中で、乳幼児突然死（SIDS）を予防することがひとつの目標として掲げられ、11月
はその予防強化月間となっています。
　乳幼児突然死は、健康に育っていると見られた乳児が、突然に呼吸停止し、死亡するとい
われています。
　原因が不明であるため、予防に関しても明確ではありませんが、リスクとして考えられる
ものを少なくするという観点から、次のことに気をつけましょう！！

１．赤ちゃんを寝かせるときは、あおむけ寝にしましょう。
　うつぶせ寝の方があおむけ寝に比べてSIDSの発症率が高いということがわかっ
ています。医学上の理由でうつぶせ寝をすすめられている場合以外は、赤ちゃんの
顔が見えるあおむけに寝かせましょう
２．できるだけ母乳で育てましょう。
　母乳による育児が赤ちゃんにとって最適であることは良く知られていると思いま
す。人工乳がSIDSを引き起こすものではありませんが、できるだけ母乳で育てる
ようにしましょう。
３．妊娠中や赤ちゃんの周囲で、たばこを吸わないようにしましょう。
　たばこは、SIDS 発症の大きな危険因子です。妊婦自身の喫煙はもちろんの
こと、妊婦や赤ちゃんのそばでの喫煙も良くありません。
　禁煙は赤ちゃんにとっての最高のプレゼントといわれています。
　また、妊婦や赤ちゃん、子どもの側での喫煙は、虐待と考えられている国も
あります。

大切な命を守るため、予防に力を入れましょう。

●帰宅時の手洗い、うがい 
　のどや手指など身体に付着したインフルエンザウイルスを物理的に除去するために有効な方法
です。 外出後は必ず石けんでよく手を洗い、うがいをしましょう。

●流行前のワクチン接種 
　インフルエンザワクチンは、インフルエンザにかかりにくくしたり、重症化を防ぐのに一定の
効果があるといわれています。 予防接種の効果は、接種後2週間後から効き始め、約5ヶ月ぐ
らい持続します。

●適度な湿度の保持 
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し、インフルエンザにかかりやすくなります。 
特に乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、十分な湿度（５０～６０％）を保つことも効果
的です。また、定期的に換気を行うことも大切です。

●十分な休養と栄養摂取 
　からだの抵抗力を高めるために十分な睡眠とバランスのとれた食事を日ごろから心がけましょ
う。 

●人混みや繁華街への外出を控えること、外出時のマスク着用 
　インフルエンザが流行してきたら、特に乳幼児や高齢者、慢性疾患を持っている人、疲労気味、
睡眠不足の人は、人混みや繁華街への外出を控えること、外出時にはマスクを着用することも効
果があります。 

インフルエンザに注意しましょう！！今回のテーマ
健康
ほっと
情報

今年もインフルエンザの流行期がやってきました。下記の点に注意して、インフルエンザを予防
しましょう。

65 歳以上の方のインフルエンザ予防接種について
65歳以上の方でインフルエンザ予防接種を希望する方には、村の補助があります。
　下記の接種期間に、村の指定する医療機関で実施してください。
詳しくは、10月に配布したお知らせをご覧ください。
お問い合わせは、住民福祉課健康づくり係
（電話66-2111）までお願いします。

■接種期間：平成23年11月１日（火）～平成24年1月14日（土）
■接種費用：自己負担1,800円（接種費用3,600円のうち1,800円は村が負担します）

長
野
県
立
病
院
機
構
で
は
、
平
成

24
年
４
月
採
用
の
看
護
師
・
助
産
師

を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
年
月
日

平
成
24
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す
方

　
①
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
　
ま
れ
た
方

　
②
助
産
師
免
許
ま
た
は
看
護
師
免

　
　
許
を
有
す
る
方

　
　（
来
春
ま
で
に
取
得
見
込
の
方

　
　
　
を
含
む
）

■
試
験
日
　

　
平
成
23
年
12
月
17
日
（
土
）

■
申
込
締
切

　
平
成
23
年
11
月
30
日

◇
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.pref-nagano-

　 hosp.jp/honbu/kango

■
お
問
い
合
わ
せ
先

機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

　
０
１
２
０
―
１
７
３
―
３
１
４

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

看
護
職
員（
看
護
師
・
助
産
師
）   

　
　
　
　
　
募
集
に
つ
い
て
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筑
北
村
男
女
共
同
参
画
計
画
の
副

題
は
、「
男
女
が
共
に
進
め
る
村
づ

く
り
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
で

は
、
以
下
の
３
項
目
を
基
本
課
題
と

し
て
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

一
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め

　「
心
の
病
気
と
は
」「
治
療
・
薬
の

効
果
は
」「
家
族
と
し
て
ど
う
接
し

て
い
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」
な
ど
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
だ
け
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
の
方
と
心

の
病
気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　
こ
の
講
座
は
精
神
障
害
の
方
を
抱

え
る
家
族
の
方
を
対
象
に
（
３
回
の

講
座
を
通
し
て
受
講
で
き
る
方
）
開

催
さ
れ
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

■
開
催
日
及
び
内
容

▼
第
１
回
　
11
月
28
日
（
月
）

　「
統
合
失
調
症
と
は
〜
精
神
科
医

の
お
話
」
他

▼
第
２
回
　
12
月
５
日
（
月
）

　「
①
統
合
失
調
症
の
薬
に
つ
い
て

②
そ
の
人
ら
し
く
地
域
で
生
活
す

る
た
め
に
」

▼
第
３
回
　
12
月
12
日
（
月
）

　「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
家
族
の
役

　
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
が
集
ま
っ

て
、
病
気
の
学
習
や
交
流
を
す
る
家

族
会
を
、
筑
北
村
・
麻
績
村
の
主
催

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
毎
月
第
三
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

■
場
　
　
所
　
麻
績
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
保
健
師

　
　
　
　
電
話
　
66
―
２
１
１
１

　
世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記
念
し
、

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、

「
第
63
回
人
権
週
間
」
が
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

を
重
点
目
標
に
、
様
々
な
啓
発
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

12
月
4
日
か
ら

人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
！

人
権
尊
重
の
村
づ
く
り

　
　
講
演
会
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

「
精
神
障
害
者
家
族
教
室
」

 

開
催
の
お
知
ら
せ

「
筑
北
地
域
精
神
障
害
者

　
　
家
族
会
」の
お
知
ら
せ

県
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
主
催
の
講
座
・
相
談
会
に
つ
い
て

「
く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
の
お
知
ら
せ

長
野
県
内
の
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

割
に
つ
い
て
」
他

■
開
催
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
　
　
所
　
県
松
本
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
２
０
３
号
会
議
室

■
定
　
　
員
　
30
名
程
度

■
申
し
込
み
先

　
11
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
、
左
記

へ
お
電
話
下
さ
い
。

県
松
本
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
づ
く
り
支
援
課
保
健
衛
生
第
１
係

（
電
話
０
２
６
３
―
40
―
１
９
３
８

（
直
通
））

〜
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
と

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
等
〜

　
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭

問
題
等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
、
あ
わ
せ
て
保
健
師
が
健
康
相

談
を
行
う
無
料
の
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
開
催
日
（
毎
回
水
曜
日
）

▼
12
月

　
　
　
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

▼
平
成
24
年
３
月

　
　
　
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

■
開
催
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
予
約
制
）

■
場
　
　
所
　
県
松
本
合
同
庁
舎

■
申
し
込
み
先

　
相
談
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に
、

電
話
で
予
約
し
て
下
さ
い
。
県
松
本

保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
づ
く
り
支
援
課
保
健
衛
生
第
１
係

（
電
話
０
２
６
３
―
40
―
１
９
３
８

（
直
通
））

　
松
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

年
間
約
60
回
公
共
施
設
等
を
巡
回
し

て
人
権
特
設
相
談
所
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
街
頭
啓
発
等
を
随
時
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
村
内
で
の
相
談
実
施
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法

に
基
づ
き
、
国
が
賃
金
の
最
低
額
を

定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上

の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で

す
。

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で
も

使
用
し
て
い
る
全
て
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額

６
９
４
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す

る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び

家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
労
働
局
　
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

電
話
（
代
表
）

　
　
０
２
６
―
２
２
３
―
０
５
５
５

 

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
　
　
人
権
の
世
紀

 

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

相談所開設日程
相談所 開催日 開催時間 場　所

女性のための
人権特設相談 11月26日(土)

午前10時

～

午後３時

坂北総合福祉
センター

人権特設相談 12月５日(月) 坂井公民館

※　相談員は皆さんの秘密を固く守ります。
　　お気軽にご相談においでください。

　
村
で
は
、
次
の
と
お
り
人
権
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
▼
日
　
時
　
12
月
７
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分
〜

　
▼
場
　
所

　
　
本
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
今
回
は
、
今
年
３
月
に
筑
北
村
男

女
共
同
参
画
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
の
村
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
の
講

演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

の
「
意
識
づ
く
り
」

二
、
男
女
が
共
に
自
立
し
、
活
躍
で

き
る
「
環
境
づ
く
り
」

三
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
「
む
ら
づ
く
り
」

　
計
画
の
推
進
に
は
、
地
域
と
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。
前
記
三
の
「
む
ら
づ
く

り
」
で
は
、
次
の
６
項
目
を
具
体
的

基
本
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進

②
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
の
保

持
・
増
進

③
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
支
援

④
高
齢
男
女
の
生
活
自
立
支
援

⑤
防
災
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画

促
進

⑥
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
促
進

　
と
り
わ
け
②
〜
④
は
、
地
域
の
活

性
化
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
村
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

男
女
共
同
参
画
が
す
す
む
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
電
話
66
―
２
１
１
１
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 除雪の目的
　除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両
がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安
全装置をし、路面状況に応じた運転をおこ
なっている場合の交通の安全確保、特に通
勤通学の交通を確保するために行います。

 除雪基準
村　　道…各総合支所前 10㎝以上
国・県道…10㎝以上（路線により異なる場合
　　　　　　　　　　があります。）
昨年と同じ路線を除雪します。

 住民の方への塩カル配布について
　雪道での安全な道路交通を確保するため、
凍結した道や日陰部分など危ない箇所また
は、公共施設への散布用としていただくた
めに、各総合支所の村民課窓口にて配布し
ます。

 除雪に関するお願い
　自動車の路上駐車は、除雪作業の妨げに
なりますので、ご遠慮ください。
　除雪に際しまして、道路と接する箇所（住
宅の出入り口・除雪路線に接する道路等）
にはどうしても除雪した雪が残ってしまい
ます。
　また、除雪作業の時間によっては、皆さ
んが除雪し終わった後に除雪車が除雪を行
ない、出入り口に再度雪を残していくよう
なことがあると思います。その際は、お手
数でも残った雪の除雪を行なっていただき
ますようご理解・ご協力のほどよろしくお
願いいたします。
　除雪は、限られた除雪機により主要道路
から行なうため、地区によっては除雪が遅
くなる場合がありますがご理解ください。

 冬期通行規制（全面通行止め）予定  

村道通行止め区間
○村道冠着線
　　県道大町麻績インター千曲線から
　　　　　　　　　県道聖高原千曲線の間
　平成23年12月１日（木）午前10時から
　平成24年４月13日（金）午前11時まで

県道通行止め区間
①一般県道真田新田線
　　筑北村真田～上田市新田（上田市境）
　　平成23年12月２日（金）午前11時から
　　平成24年４月13日（金）午後３時まで

②一般県道聖高原千曲線、聖高原杉崎線
　　麻績村聖高原（一本松峠）～

　　　　筑北村上永井（大野田生金）
　　平成23年12月１日（木）午前10時から
　　平成24年４月13日（金）午前11時まで

　※村道・県道とも道路状況により、期間
　　が変更になる場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【お問い合わせ先】
◇村道の除雪に関すること
　建設課 建設係（電話 66－2111）
　または各総合支所 村民課

◇国道、県道の除雪に関すること
●平日（8:30～17:15）
　県松本建設事務所 維持係

　電話40－1965
●夜間・土日・祝祭日
　松本合同庁舎警備員　

　電話47－7818
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         

除雪について
　今年度の行政懇談会は、下記により開催します。
　みなさまお誘い合わせて、都合のよい会場へお出掛け下さい。
　（※当日は、別にお配りする、「行政懇談会資料」をできるだけお持ちください。）

◆主な懇談事項
　１．直面する重要課題の現況と今後の取組について（学校等統合の課題を中心に）
　２．活力ある「げんきな村づくり」の現状と今後の取組について

◆坂井地域
対象地区 開 催 日 時　　間 会　　場

全体 11月20日（日） 午後２時から
午後４時まで

筑北村中央公民館
（坂井公民館）

中安坂　下安坂
上永井　下永井 11月20日（日） 午後７時30分から

午後９時30分まで
筑北村中央公民館
（坂井公民館）

上安坂 11月21日（月） 午後７時30分から
午後９時30分まで 高齢者生活支援センター

◆本城地域
対象地区 開 催 日 時　　間 会　　場

河鹿沢　　竹之下
大沢　田屋　立川
八木　　　　岩戸

11月24日（木） 午後７時30分から
午後９時30分まで 本城農村環境改善センター

伊切　　　西条上一
西条上二　西条上三
西条中町　上手山　
小仁熊　　丸山町　
聖南町　　乱橋　　

11月25日（金） 午後７時30分から
午後９時30分まで 本城農村環境改善センター

全体 11月27日（日） 午前９時30分から
午前11時30分まで 本城農村環境改善センター

◆坂北地域
対象地区 開 催 日 開催時間 会場

全体 11月27日（日） 午後２時から
午後４時まで 総合福祉センター大会議室

竹場　仁熊　別所 11月27日（日） 午後７時30分から
午後９時30分まで 仁熊公民館

刈谷沢　東山　中村
青柳　昭和町　向原 11月28日（月） 午後７時30分から

午後９時30分まで 総合福祉センター大会議室

【お問い合わせ先】　総務課　電話６６－２２１１

平成23年度　筑北村行政懇談会の日程について
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税務署からのお知らせ
公的年金等に係る雑所得を有する方の所得税の確定申告不要制度の創設について
　平成 23 年度分の確定申告から、公的年金等の収入額の合計額が 400 万円以下であり、かつ、
公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万円以下である場合には、所得税について確定
申告書の提出は不要となりました。
　詳しくは、松本税務署（電話 32－2790）にお問い合わせ下さい。

　※上記に該当する方であっても、村県民税の申告は必要です。

ご存知ですか？労働委員会　～雇用のトラブル　まず相談～
　労働者・事業主間のトラブルを解決する「あっせん」をご利用ください。
　簡単な手続きで、労働者・事業主双方が利用できます。（無料・秘密厳守）

　○こんなトラブル、ご相談ください
　　・納得できない理由で突然解雇された。
　　・説明なくパートの時給が下げられた。
　　・配転命令に従業員が従わない。
　　【お問い合わせ先】長野県労働委員会事務局　（電話026－235－7468）
　　ホームページ：http://www.pref.nagano.lg.jp/roi/kashokai.htm

平成23年度 信州まつもと空港 冬期利用促進助成金制度のお知らせ

　信州まつもと空港の冬期間の利用促進を図ることを目的に、期間内２人以上のグル
ープ等で信州まつもと空港を往復利用した方に助成金を交付します。

　◆期　　間　　平成23年11月１日（火）～平成24年２月29日（水）
　　　　　　　　但し、先着600名で終了（申請は旅行終了後）

　◆助成金額　　5，000円（１名あたり往復）

　◆申請期限　　平成24年３月９日（金）

　◆申請方法　　①搭乗後、個人名（団体券は対象外）の入った搭乗券を添付して、信州ま
　　　　　　　　　つもと空港地元利用促進協議会事務局に申し込んでください。
　　　　　　　
　◆お問合せ先　信州まつもと空港地元利用促進協議会
　　　　　　　　〒390-0874
　　　　　　　　松本市大手3－8－13　松本市役所観光温泉課内
　　　　　　　　電話34－8307　FAX34－3049　

税務署からのお知らせ

FDA

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

に
加
入
し
て
い
て
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
林
退
共
に
加
入
し

て
い
た
か
不
明
な
方
に
つ
い
て
も
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
の
支
部

又
は
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

電
話
０
３
―
５
４
０
０
―
４
３
３
４

○
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

　
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
　http://w

w
w
.rintaikyo.

         

　
　
　taisyokukin.go.jp

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ



 





















































































































○国民年金保険料は所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となりま
す。（その年の1月1日から12月31日までに納付した保険料が該当します。）
○この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けら
れていますので、平成 23年 1月 1日から 9月 30 日までの間に国民年金保険料を納付さ
れた方に対し、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年 10月下旬から 11月
上旬までに日本年金機構から送付されています。
　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付して下さい。
　なお、10月 1日から 12月 31 日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方
には、来年の１月下旬に送付されます。
○ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告
に加えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してくだ
さい。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、
　 日本年金機構　松本年金事務所（電話 32－ 5821）へお問い合わせください。

老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障
害年金・遺族年金は課税されません。）
課税対象となる受給者の方には、毎年 11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告
書が送付されますので、12月１日の提出期限までに必ず提出してください。
この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。
もし提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありま
すのでご注意ください。
なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

平成24年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢
65歳未満 年金額が108万円以上
65歳以上 年金額が158万円以上

年金受給者のみなさんへ

　　　　　日本年金機構からのお知らせ　　　　　
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て
は
、
原
発
事
故
の
リ
ス
ク
に
対
し

て
ど
う
対
応
す
る
か
、
想
定
外
の
新

し
い
事
象
で
あ
り
防
災
計
画
の
中
へ

盛
り
込
む
方
向
で
検
討
し
た
い
。

自
主
防
災
に
つ
い
て

質
問
　
災
害
時
に
は
自
主
防
災
組
織

の
支
え
合
い
は
重
要
で
あ
る
。
現
在

の
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
今
後
の

組
織
化
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

現
在
２
区
１
常
会
の
３
団
体
で
、
今

後
検
討
し
て
い
る
区
が
７
区
で
あ
り
、

合
わ
せ
る
と
21
区
の
中
で
10
区
に
自

主
防
災
組
織
が
立
ち
上
が
る
予
定
で

あ
る
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
地
域
密
着

の
自
主
防
災
組
織
が
な
い
と
収
束
で

き
な
い
の
で
、
区
長
会
に
も
お
願
い

し
早
急
に
結
成
す
る
方
向
で
支
援
願

い
た
い
。

災
害
備
蓄
物
資
在
庫
に
つ
い
て

質
問
　
災
害
備
蓄
物
資
は
災
害
時
に

は
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
本
城
地
域

は
本
城
総
合
支
所
と
他
に
３
ヵ
所
、

と
な
る
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・０
、

大
地
震
・
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
現
地

を
視
察
し
て
た
だ
茫
然
と
し
た
。

　
災
害
を
想
定
外
と
し
て
で
は
な
く
、

常
に
訓
練
等
を
し
て
災
害
に
備
え
る

べ
き
と
痛
感
し
た
。
11
月
13
日
に
実

施
す
る
総
合
訓
練
実
施
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

総
務
課
長
　
23
年
度
の
村
総
合
防
災

訓
練
実
施
要
綱
に
よ
っ
て
行
う
訓
練

の
目
的
は
、
村
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
と
防
災
対
応
力
の
向
上
を
は
か
る

こ
と
で
あ
る
。

　
午
前
７
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま

で
の
４
時
間
を
予
定
し
て
お
り
、
実

施
場
所
は
、
村
内
３
会
場
で
あ
る
。

各
地
区
の
公
民
館
、
集
会
場
、
小
学

校
の
校
庭
等
を
利
用
し
、
村
民
に
よ

る
参
加
型
に
し
て
、
具
体
的
に
は
今

後
決
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
当
日
の
訓
練
は
、
地
に
つ
い

た
訓
練
を
要
望
す
る
。
水
害
、
地
震

時
に
お
け
る
避
難
場
所
の
明
確
化
、

避
難
場
所
の
中
で
、
土
砂
崩
れ
等
の

危
険
地
域
に
あ
る
公
民
館
に
つ
い
て
、

他
へ
の
移
動
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
他
県
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
も

あ
り
当
村
の
防
災
計
画
の
見
直
し
を

要
望
す
る
が
如
何
か
。

村
長
　
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

　
平
成
23
年
９
月
定
例
会
が
９
月
９

日
か
ら
22
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

◆
平
成
22
年
度
各
会
計
決
算
認
定
14
件

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
請
求
に

関
す
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て

◆
村
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に

つ
い
て

◆
筑
北
村
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◆
平
成
23
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
ほ
か
特
別
会

計
補
正
予
算
９
件

報
　
告

◇
平
成
22
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
書
類
の
報
告

に
つ
い
て一

般
質
問

村
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
と

村
長
後
期
に
向
け
て
の
方
針

前
山
　
健
治
　
議
員

質
問
　
次
の
５
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
⑴
組
織
機
構
の
見
直
し

　
⑵
日
帰
り
温
泉
施
設
坂
北
荘

　
⑶
市
民
農
園
の
今
後

　
⑷
公
社
の
現
況
と
実
施
計
画

　
⑸
村
づ
く
り
推
進
室
の
現
況
と
成
果

村
長
　
⑴
総
合
支
所
を
本
庁
方
式
に

す
る
こ
と
が
核
心
的
命
題
で
あ
る

と
い
う
指
摘
は
全
く
そ
の
と
お
り

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
村
が
果
た

す
べ
き
役
割
か
ら
見
て
、
今
後
総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑵
坂
北
荘
に
つ
い
て
は
、
当
初
来
申

し
上
げ
て
い
る
日
帰
り
温
泉
施
設

と
い
う
の
が
基
本
的
な
性
格
付
け

で
あ
り
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
機

能
も
合
わ
せ
持
つ
特
徴
を
も
た
せ

た
施
設
で
あ
る
。

⑶
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
、
正
直
現

在
の
状
態
で
は
機
能
し
て
い
な
い

と
承
知
し
て
い
る
。
今
年
度
中
に

総
合
的
な
見
極
め
を
つ
け
て
い
き

た
い
。

⑷
公
社
に
つ
い
て
は
、
公
社
の
体
制

も
４
月
か
ら
整
え
い
ろ
い
ろ
検
討

準
備
を
進
め
て
い
る
。
順
次
具
体

的
な
形
が
見
え
て
く
る
と
思
っ
て

い
る
。

⑸
村
づ
く
り
推
進
室
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
坂
北
荘
の
業
態
変
更
に
取

り
組
み
、
な
お
か
つ
今
後
は
温
泉

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
検
討

実
効
性
の
あ
る
施
策
に
つ
な
げ
て
い

く
よ
う
考
え
て
い
る
。

教
育
委
員
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

質
問
　
教
育
委
員
会
は
学
校
の
管
理

運
営
等
行
政
か
ら
中
立
性
を
保
つ
た

め
、
独
立
し
た
組
織
に
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
村
長
の
認
識
を

伺
う
。
ま
た
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
、
議
会
特
別
委
員
会
が

あ
り
、
行
政
と
し
て
耳
を
傾
け
、
議

論
を
尽
く
す
場
を
設
け
な
け
れ
ば
と

思
う
が
如
何
か
。

村
長
　
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
、

あ
る
い
は
長
の
権
限
は
明
確
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
教
育
を
連
携
し
な
が
ら
し
っ
か
り

す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
前
向

き
に
議
論
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

総
合
防
災
訓
練
実
施
に
つ
い
て

山
﨑
　
好
弘
　
議
員

質
問
　
議
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
、
国
内
観
測
史
上
最
大

坂
北
地
域
は
坂
北
社
会
体
育
館
と
他

に
２
ヵ
所
、
坂
井
地
域
は
坂
井
総
合

支
所
と
他
１
ヵ
所
で
合
計
村
内
９
ヵ

所
で
あ
る
。

　
災
害
備
蓄
物
資
在
庫
状
況
に
つ
い

て
は
、
飲
料
水
、
乾
燥
餅
、
乾
燥
粥
、

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、
簡
易
ト
イ
レ
、
毛

布
、
粉
ミ
ル
ク
等
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
生
理
用
品
、
医
薬
品
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
等
の
追
加

を
要
望
す
る
。

災
害
備
蓄
物
資
の
年
間
予
算
は
、

40
万
円
弱
で
あ
る
。
村
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
、
災
害
時
用
の

備
蓄
物
資
の
充
実
を
要
望
す
る
が
如

何
か
。

村
長
　
災
害
備
蓄
物
資
の
細
部
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
村
と
し
て

は
指
定
管
理
者
制
度
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
事
務
局
機
能
を

村
づ
く
り
推
進
室
で
担
っ
て
い
る
。

人
口
維
持
対
策
に
つ
い
て

質
問
　
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
限
界

自
治
体
に
な
る
。
実
効
性
の
あ
る
施

策
に
つ
い
て
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　
ま
た
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
と
し
、
種
を
ま
い
た
が
芽
が

で
て
こ
な
い
現
況
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
伺
う
。

村
長
　
指
摘
は
よ
く
わ
か
る
が
こ
の

地
域
は
、
長
野
、
上
田
、
松
本
、
安

曇
野
等
を
展
望
し
た
場
合
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
、
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
あ
る
の
で
居
住
環
境
・
交
通
環

境
を
整
備
し
、
働
き
な
が
ら
住
め
る

地
域
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い

う
の
が
総
合
的
な
フ
レ
ー
ム
に
な
る

と
思
う
。
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
進

め
た
い
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
村
内

の
物
件
情
報
を
把
握
し
、
わ
が
村
の

器
に
あ
っ
た
方
法
論
を
前
向
き
に
検

討
し
、
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
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防
災
対
策
に
つ
い
て

宮
下
　
隆
文
　
議
員

質
問
　
防
災
計
画
が
村
民
に
周
知
徹

底
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ま

た
、
一
般
質
問
の
直
前
に
配
布
さ
れ

た
防
災
訓
練
の
要
綱
を
見
て
も
、
訓

練
内
容
が
分
か
ら
な
い
。
一
般
村
民

に
、
ど
う
知
ら
せ
、
参
加
し
て
も
ら

う
か
伺
う
。

村
長
　
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
現
場

で
出
て
く
る
知
恵
な
ど
を
活
用
し
て
、

実
践
的
な
防
災
計
画
に
し
て
い
き
た

い
。
母
体
は
自
主
防
災
組
織
に
し
て

い
き
た
い
。
総
合
防
災
訓
練
は
こ
れ

か
ら
毎
年
積
み
重
ね
、
順
次
中
身
を

整
え
た
い
。

告
知
端
末
に
つ
い
て

質
問
　
今
、
全
家
庭
に
入
っ
て
い
る

高
速
情
報
施
設
の
告
知
端
末
は
停
電

の
時
に
、
電
話
も
放
送
も
使
え
な
い
。

　
災
害
発
生
時
に
、
情
報
の
収
集
・

伝
達
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

村
長
　
防
災
無
線
を
配
備
し
た
が
、

全
戸
に
配
布
す
る
財
源
が
な
い
の
で
、

前
向
き
に
検
討
を
し
た
い
。

観
光
行
政
に
つ
い
て

質
問
　
「
未
知
を
歩
こ
う
信
州
２
０

１
１
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
村
の
企
画
は
何
か
。

ま
た
昨
年
の
信
州
Ｄ
Ｃ
の
村
内
の
最

終
的
効
果
は
。

村
長
　
村
内
の
そ
ば
処
さ
か
い
、
道

の
駅
坂
北
の
う
ど
ん
と
か
、
食
事
の

ス
ポ
ッ
ト
を
全
県
的
な
企
画
の
中
に

登
載
し
て
い
る
し
、
地
域
の
筑
北
村

周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
継
続
し
て
い

る
。

　
昨
年
の
効
果
は
、
善
光
寺
街
道
石

畳
ウ
ォ
ー
ク
、
修
那
羅
の
石
仏
群
散

策
、
筑
北
体
験
村
、
収
穫
祭
と
し
て

の
道
の
駅
で
村
内
の
特
産
市
の
開

催
な
ど
、
日
帰
り
体
験
と
し
て
41

人
の
参
加
、
収
穫
祭
の
売
上
高
が

１
０
０
万
円
位
売
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
自
然
豊
か
な
地
域
が
宝
の
山
で

あ
り
、
宝
に
で
き
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

人
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

質
問
　
無
線
を
持
っ
て
い
る
人
か
ら
、

ど
う
い
う
経
路
で
伝
達
さ
れ
て
い
く

の
か
組
織
体
系
作
り
が
必
要
だ
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

村
長
　
地
震
災
害
が
起
き
た
場
合
に
、

普
段
の
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
し
て

お
く
と
か
、
起
き
た
と
き
に
、
個
人

判
断
で
退
避
行
動
を
起
こ
せ
る
、
自

主
的
な
動
き
が
取
れ
る
よ
う
訓
練
を

行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
訓
練
な
ど

を
通
じ
て
情
報
伝
達
経
路
を
明
確
に

す
る
、
安
否
確
認
の
役
割
分
担
を
決

め
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
打
ち
合
わ

せ
を
各
地
域
ご
と
に
や
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
な
の
で
、
そ
の
方
向
に

持
っ
て
い
き
た
い
。

若
者
定
住
に
つ
い
て

質
問
　
民
生
委
員
と
視
察
に
行
っ
た

下
条
村
で
は
、
人
口
増
加
に
成
功
し

て
い
た
。
当
村
で
も
そ
れ
を
う
た
っ

て
い
る
が
そ
の
具
体
策
を
伺
う
。

村
長
　
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
か

ら
い
く
つ
か
の
提
案
が
あ
る
。
今
の

段
階
で
は
総
合
計
画
の
中
へ
織
り
込

ん
で
い
く
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

な
の
で
、
具
体
的
に
は
言
え
な
い
。

村
長
の
村
政
姿
勢
に
つ
い
て

質
問
　
キ
ャ
ダ
ッ
ク
の
撤
退
に
つ
い

て
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
て
き
た

と
思
う
が
、
筑
北
の
谷
全
体
か
ら
み

て
失
政
で
は
な
い
か
と
の
声
が
あ
る
。

村
長
の
思
い
は
如
何
か
。

村
長
　
多
く
の
皆
さ
ん
に
心
配
を
か

け
、
村
と
し
て
も
精
一
杯
の
努
力
を

し
た
が
大
変
残
念
な
思
い
を
か
み
締

め
て
い
る
。
キ
ャ
ダ
ッ
ク
撤
退
の
穴

は
大
き
い
が
、
村
の
発
展
施
策
を
今

後
お
互
い
の
英
知
を
結
集
し
、
新
政

策
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
村
と
し
て
最
善
を
尽
く
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。
決
定
権
は
会
社
側
に
あ

り
、
決
定
を
覆
す
こ
と
が
で
き
ず
力

不
足
で
は
あ
っ
た
が
、
は
っ
き
り
失

政
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

産
業
振
興
に
つ
い
て
　

山
崎
　
広
道
　
議
員

質
問
　
農
業
の
担
い
手
、
遊
休
荒
廃

農
地
対
策
の
検
討
、
推
進
状
況
で
あ

る
が
、
村
で
昨
年
度
実
施
し
た
、
集

財
政
健
全
化
方
策
に
つ
い
て

質
問
　
若
者
定
住
、
健
康
寿
命
の
延

伸
な
ど
喫
緊
の
課
題
を
克
服
し
て
い

く
中
で
財
政
出
動
が
ど
う
し
て
も
必

要
だ
。
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に
、

人
件
費
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

村
長
　
二
正
面
作
戦
、
構
造
的
改
革

を
伴
う
行
政
改
革
と
、
成
長
戦
略
に

対
す
る
集
中
と
選
択
が
必
要
に
な
る
。

成
長
戦
略
を
具
体
化
し
て
い
く
場
合

に
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
一
番
大
事
に
な

る
の
で
、
職
員
数
を
極
端
に
減
ら
す

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
住
民
協
働
を
訴
え
て
い
る
が
、

村
自
体
が
自
助
努
力
を
せ
ず
に
村
民

に
だ
け
求
め
て
も
、
村
民
は
つ
い
て

こ
な
い
。

村
長
　
11
月
に
計
画
し
て
い
る
住
民

懇
談
会
な
ど
で
よ
く
説
明
し
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

宮
澤
　
信
雄
　
議
員

質
問
　
即
応
制
・
参
加
す
る
訓
練
と

し
て
村
全
体
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
る

落
の
営
農
に
関
す
る
農
家
の
意
向
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
分
析
に
よ
る
と
、

高
齢
化
と
農
業
後
継
者
が
い
な
い
事

に
よ
り
今
後
も
年
々
耕
作
放
棄
地
が

増
加
す
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
補
助
制
度
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
再
生
利
用
対
策
事
業
を
村
が
実

施
し
て
い
る
事
の
周
知
と
、
農
業
経

営
を
維
持
出
来
な
い
農
家
に
は
、
農

業
の
委
託
を
踏
ま
え
た
営
農
組
織
化

を
村
が
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

そ
の
計
画
を
伺
う
。

村
長
　
農
業
の
担
い
手
、
遊
休
荒
廃

地
対
策
の
進
捗
状
況
は
、
２
０
１
０

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
耕
作
放

棄
地
１
３
３
ha
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
村
と
し

て
農
業
を
し
て
い
る
方
の
営
農
意
欲

を
減
退
さ
せ
な
い
、
農
業
振
興
事
業

補
助
金
制
度
に
よ
る
農
産
物
の
振
興

交
付
金
を
今
後
も
支
援
す
る
。

　
集
落
営
農
と
い
う
形
で
、
個
人
で

な
く
、
集
落
で
地
域
営
農
を
支
え
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
規
模
の
大
き
い
農
業
の
受
託
、
あ

る
い
は
営
農
組
織
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
、
今
後
も
村
と
し
て
は
精
力

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
特
産
開
発
の
検
討
と
農
作
物

振
興
交
付
金
対
象
品
の
そ
ば
・
大
豆
・

が
、
最
悪
の
状
況
を
想
定
し
た
訓
練

を
要
望
す
る
が
如
何
か
。

村
長
　
訓
練
の
想
定
と
し
て
、
ど
ん

な
状
況
に
対
応
す
る
訓
練
を
や
る
か

問
わ
れ
る
。
最
悪
の
状
況
を
想
定
し

て
、
そ
れ
に
耐
え
る
防
災
・
避
難
、

事
後
の
対
応
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

考
え
て
い
く
訓
練
が
で
き
た
ら
と
思

っ
て
い
る
。

　
第
一
回
の
こ
と
で
あ
り
、
で
き
る

範
囲
で
内
容
を
さ
ら
に
詰
め
て
い
き

た
い
。
避
難
場
所
は
防
災
計
画
で
決

め
て
い
る
が
、
有
効
に
機
能
す
る
か

こ
の
機
会
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問
　
ア
ナ
ロ
グ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

ど
う
い
う
役
目
を
も
つ
映
像
放
送
か
。

村
長
　
固
定
画
面
で
村
内
の
状
況
を

放
映
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

災
害
対
策
本
部
で
カ
メ
ラ
の
操
作
が

で
き
る
の
で
ズ
ー
ム
で
写
す
と
か
、

角
度
を
変
え
災
害
の
状
況
把
握
が
で

き
る
仕
組
み
が
可
能
だ
が
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
こ
と
も
あ
り
、
有
事
の
際

の
放
映
は
対
策
本
部
だ
け
が
見
え
る

よ
う
に
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
災
害
対

応
の
機
能
と
し
て
い
る
。

　
映
像
放
送
と
い
う
こ
と
で
、
村
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
く
図

れ
る
よ
う
に
し
た
ら
の
提
言
も
あ
る
。

小
麦
・
菜
種
・
雑
穀
類
そ
の
他
、
放

牧
豚
・
花
木
等
、
現
在
の
取
り
組
み

状
況
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

村
長
　
特
産
開
発
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
こ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し

指
定
品
目
の
作
付
け
と
、
出
荷
に
対

し
て
農
産
物
の
振
興
交
付
金
と
い
う

形
で
、
そ
ば
・
小
麦
・
菜
種
・
雑
穀

（
き
び
、
あ
わ
、
ゴ
マ
）
で
あ
る
。

質
問
　
加
工
食
品
の
製
造
、
販
売
の

検
討
に
お
い
て
は
、
旧
村
か
ら
の
フ

サ
ス
グ
リ
ジ
ャ
ム
、
き
な
粉
、
も
え

ぎ
豆
腐
、
や
し
ょ
う
ま
、
そ
ば
粉
そ

の
他
沢
山
の
品
目
に
携
わ
っ
て
い
る

団
体
の
方
と
打
ち
合
せ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
の
推
進
、
加
工
施
設
の
現
在

の
利
用
状
況
を
合
せ
て
伺
う
。

村
長
　
筑
北
地
区
内
で
地
域
特
産
品

を
加
工
し
て
い
る
の
は
９
団
体
で
あ

る
。
　
そ
こ
で
12
品
目
の
商
品
を
製

造
販
売
し
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
村
産
業
課
と
開
発
公

社
で
連
携
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
別

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

団
体
の
皆
さ
ん
の
加
工
製
造
活
動
が
、

よ
り
元
気
よ
く
軌
道
に
乗
る
様
な
方

向
で
、
専
門
家
を
交
え
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
９
ヵ
所
あ
る
加
工
施
設
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
受
託
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経
営
者
と
し
て
の
委
託
経
営
で
あ
る
。

色
々
品
目
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
数

は
１
２
３
名
ほ
ど
で
あ
る
。

　
今
後
は
稼
働
率
を
見
な
が
ら
、
施

設
機
能
を
有
効
に
活
用
し
て
、
新
た

な
投
資
を
し
な
く
て
も
新
し
い
農
産

加
工
商
品
を
生
み
出
せ
る
の
か
検
討

し
て
い
く
。

菜
種
油
の
商
品
化
に
つ
い
て

　
市
川
　
厚
夫
　
議
員

質
問
　
遊
休
荒
廃
地
の
有
効
活
用
で

菜
の
花
を
栽
培
し
て
い
る
。
収
穫
に

種
を
搾
る
と
良
質
な
菜
種
油
が
採
れ

る
利
点
が
あ
る
。
一
般
食
用
油
と
比

較
す
る
と
高
価
で
あ
る
が
体
に
脂
肪

が
つ
き
に
く
く
、
植
物
油
の
中
で
も

大
変
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康

食
油
で
、
搾
油
機
が
導
入
さ
れ
現
在

稼
動
し
て
い
る
。

　
商
品
化
し
て
温
泉
施
設
・
直
売
所

等
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
食
育
推
進
に
学
校
・
保
育
園

の
給
食
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
油
の
販
売
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

は
原
料
生
産
者
の
収
益
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
如
何
か
。

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
十
分
全
員

が
周
知
徹
底
を
し
て
、
期
待
さ
れ
る

状
況
で
出
来
た
か
と
い
う
と
、
残
念

な
が
ら
若
干
の
ば
ら
つ
き
は
出
た
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
結
果
と
し

て
は
常
会
長
を
中
心
に
意
見
交
換
が

で
き
た
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ま
ず
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
役
に

立
て
る
よ
う
チ
ー
ム
力
量
を
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
次

に
、
基
盤
組
織
で
あ
る
常
会
な
り
区

を
、
一
定
の
力
あ
る
組
織
に
維
持
し

て
い
け
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

一
緒
に
考
え
必
要
な
対
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
制
度
を

契
機
に
地
域
振
興
を
さ
せ
て
い
く
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
の
や
り
方
で
毎
年
レ
ベ

ル
を
上
げ
て
い
け
ば
と
思
う
が
、
そ

れ
で
は
間
に
合
わ
な
い
情
勢
認
識
を

し
て
お
り
、
て
こ
入
れ
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

県
立
自
然
公
園
差
切
峡
に
つ
い
て

質
問
　
合
併
後
の
差
切
峡
の
位
置
づ

け
は
ど
う
か
、
現
状
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
伺
う
。

村
長
　
地
域
を
代
表
す
る
名
勝
で
あ

村
長
　
健
康
に
よ
い
暮
ら
し
を
地
域

に
広
げ
て
、
地
産
地
消
型
の
連
携
を

構
想
し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
は
間
違

い
な
い
。
今
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
価
格
の
問
題
と
搾
油
を
す
る

過
程
で
油
を
ろ
過
す
る
時
間
が
随
分

か
か
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
回
転
し
な

い
と
頓
挫
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
せ
っ
か
く
の
取
り
組
み
で
あ
る
の

で
、
価
格
の
問
題
等
を
含
め
て
何
と

か
こ
の
取
り
組
み
が
良
か
っ
た
と
云

え
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し
て
総
合

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
　

産
業
課
長
　
今
後
、
ろ
過
の
問
題
等

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
村
の
施
設
は
製
造

す
る
許
可
は
所
持
し
て
い
る
の
で
、

生
産
者
は
商
品
に
ラ
ベ
ル
を
作
っ
て

販
売
者
・
製
造
者
を
表
示
し
て
直
売

所
で
試
験
的
に
販
売
す
る
こ
と
は
で

き
る
。

　
温
泉
施
設
・
学
校
給
食
の
使
用
に

は
高
価
で
あ
る
が
、
今
後
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長
　
筑
北
産
米
も
学
校
給
食
に

現
在
使
用
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

観
点
か
ら
も
菜
種
の
油
を
使
う
こ
と

は
、
大
変
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い

り
、
地
域
の
魅
力
づ
く
り
を
具
体
的

に
表
す
有
力
な
場
所
で
あ
る
と
考
え

る
。
可
能
な
範
囲
で
手
は
入
れ
て
き

た
が
、
十
分
行
き
届
か
な
い
箇
所
も

あ
り
、
で
き
る
だ
け
手
を
入
れ
名
勝

知
ら
し
め
る
た
め
の
措
置
を
整
え
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
差
切
峡
を
今
後
さ
ら
に
生
か
す

中
で
、
指
摘
さ
れ
た
生
坂
村
と
の
連

携
は
有
力
な
発
想
と
思
う
。

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

久
保
田
　
義
信
　
議
員

質
問
　
村
長
の
理
念
と
す
る
「
元
気

な
村
づ
く
り
」
は
、
職
員
の
全
員
野

る
。
高
価
と
い
う
こ
と
と
、
量
が
賄

え
る
か
と
い
う
点
が
ク
リ
ア
で
き
れ

ば
、
学
校
・
保
育
園
の
給
食
等
に
今

後
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
菜
種
油
は
一
般
食
用
油
よ
り

約
３
倍
高
い
値
段
で
あ
る
。
筑
北
産

米
と
同
じ
よ
う
に
村
で
補
助
す
る
形

を
と
っ
て
、
地
産
地
消
の
見
地
か
ら

使
用
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

村
長
　
確
か
に
せ
っ
か
く
菜
種
を
栽

培
し
て
、
種
子
で
販
売
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
、
労
が
報
わ
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
の
で
３
ha
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
栽
培
が
も
う
少
し
拡
大
が
で
き
、

な
お
か
つ
そ
の
量
を
搾
油
し
て
、
学

校
給
食
と
か
温
泉
施
設
と
か
、
一
般

家
庭
で
も
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

流
れ
が
つ
く
れ
れ
ば
、
大
変
す
ば
ら

し
い
と
思
う
の
で
、
そ
の
可
能
性
を

今
後
継
続
的
に
検
討
し
な
が
ら
、
何

と
か
実
現
を
目
指
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

宮
島
　
義
次
　
議
員

質
問
　
健
康
館
、
村
民
協
働
支
援
制

度
、
職
員
集
落
担
当
制
の
問
題
点
と

球
と
あ
い
ま
っ
て
住
民
の
協
働
で
実

現
す
る
。
次
の
４
点
に
つ
い
て
如
何

か
。

⑴
職
員
の
全
員
野
球
の
成
果
。

⑵
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
村
づ

く
り
も
、
集
落
担
当
の
職
員
を
は

じ
め
行
政
の
指
導
力
が
必
要
で
あ

る
。

⑶
平
成
21
・
22
年
度
の
決
算
か
ら
、

今
後
の
村
政
へ
の
抱
負
は
。

⑷
飯
森
村
政
に
、
住
民
は
今
何
を
希

望
す
る
か
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
⑴
全
員
野
球
の
成
果
を
出

す
べ
く
順
次
体
制
確
立
中
で
、
職

員
の
集
落
担
当
制
は
、
全
員
が
21

区
、
21
チ
ー
ム
編
成
で
当
り
、
意

向
把
握
意
見
交
換
会
等
今
後
継
続

的
に
行
う
。
組
織
横
断
的
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
り
全
員
で
こ
と
に
当

る
。
職
場
風
土
な
り
意
識
改
革
が

相
当
進
行
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
人
口
増
加
、
若
者
定
住
、
健
康

寿
命
の
延
伸
チ
ー
ム
等
の
対
策
検

討
で
あ
る
。

⑵
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
は
、
職
員
、

住
民
と
も
ど
も
に
成
長
す
る
総
合

活
動
で
あ
り
、
協
働
の
成
果
を
前

向
き
な
努
力
が
集
積
す
る
方
向
で
、

活
動
を
展
開
し
た
い
。

今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
健
康
館
は
健
康
増
進
に
係
る

重
要
な
拠
点
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

こ
の
一
帯
を
健
康
増
進
ゾ
ー
ン
と
し

て
開
発
プ
ラ
ン
の
検
討
も
順
次
進
ん

で
い
る
。
健
康
館
で
は
、
キ
ラ
リ
☆

ア
ク
ア
健
康
教
室
を
や
っ
て
お
り
、

44
名
が
参
加
し
て
い
る
。

　
プ
ー
ル
の
活
用
と
い
う
こ
と
で
、

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
て
、

通
年
で
温
水
プ
ー
ル
が
活
用
で
き
な

い
か
、
研
究
検
討
し
て
い
る
。
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
価
格
が
９
千
万

円
前
後
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
健
康

増
進
の
効
果
が
あ
っ
て
、
医
療
費
、

介
護
経
費
が
節
減
で
き
て
生
涯
現
役

の
健
康
長
寿
が
実
現
で
き
れ
ば
、
投

資
効
果
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
辺
を
十
分
見
き
わ
め
た
上
で
提
案

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
協
働
事
業
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

こ
の
制
度
を
使
っ
て
村
民
協
働
を
軌

道
に
乗
せ
た
事
例
は
幾
つ
か
承
知
し

て
い
る
。
今
後
は
年
度
別
に
成
果
を

ま
と
め
て
、
広
く
知
っ
て
も
ら
う
配

慮
を
し
て
い
く
の
で
、
我
々
も
や
ろ

う
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
、
さ
ら
に
取
り
組

み
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
職
員
集
落
担
当
制
に
つ
い
て
は
、

⑶
21
・
22
年
度
の
決
算
と
今
後
の
村

財
政
の
抱
負
は
、
財
政
指
標
か
ら

見
る
と
年
々
財
政
状
況
は
好
転
し

て
い
る
。
今
後
の
成
長
戦
略
と
し

て
は
、
①
人
口
増
加
・
若
者
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
の
意
思
決
定
を
し
て

い
き
た
い
。
②
健
康
寿
命
・
生
涯

現
役
の
村
。
③
地
域
資
源
を
生
か

し
地
域
内
産
業
を
興
し
、
幅
の
広

い
就
労
の
機
会
創
出
に
よ
る
。

⑷
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
大
変
重

要
な
課
題
で
あ
る
が
、
総
合
計
画

の
集
落
担
当
制
で
の
意
向
と
合
せ
、

行
政
懇
談
会
も
予
定
し
、
教
育
問

題
等
広
く
住
民
の
意
思
疎
通
の
機

会
を
図
り
、
村
政
を
構
築
し
た
い
。

差
切
峡
の
保
全
に
つ
い
て

質
問
　
県
立
自
然
公
園
差
切
峡
は
、

昭
和
62
年
名
勝
地
長
野
百
選
に
入

り
、
奇
岩
奇
石
の
間
を
力
強
い
清
流

と
、
名
勝
地
ド
の
淵
・
熊
の
穴
・
大

滝
八
潬
・
猿
橋
等
差
切
か
ら
山
清
路

の
１
㎞
は
、
春
に
は
コ
ブ
シ
、
ツ
ツ

ジ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
秋
の
紅
葉
等
四
季

折
々
の
風
景
が
楽
し
め
る
。
観
光
地

の
整
備
保
全
に
つ
い
て
如
何
か
。

県立自然公園　差切峡
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村
長
　
差
切
峡
は
、
筑
北
村
を
代
表

す
る
名
勝
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り

磨
き
を
か
け
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、
地

域
全
体
を
世
に
出
す
こ
と
で
、
実
効

の
上
が
る
方
法
と
保
全
を
考
え
る
。

　
主
要
地
方
道
大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー

千
曲
線
差
切
の
道
路
法
面
の
立
木
伐

採
は
、
県
立
自
然
公
園
で
制
限
さ
れ
、

松
本
建
設
事
務
所
に
相
談
し
公
園
内

の
景
観
づ
く
り
に
今
後
検
討
し
た
い
。

質
問
　
朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
お
ひ

さ
ま
」
の
一
コ
マ
に
差
切
峡
の
清
流
、

景
勝
が
放
映
さ
れ
た
。
地
元
の
若
者

有
志
が
秋
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
た
事
例
も
あ
っ
て
、
行
政
で
力
添

え
す
れ
ば
地
元
住
民
も
ず
く
を
出
す

対
応
さ
れ
た
い
。

菜
種
搾
油
施
設
に
つ
い
て

田
口
　
茂
　
議
員

質
問
　
昨
年
９
月
に
質
問
し
そ
の
検

証
と
し
て
再
質
問
す
る
。
同
僚
議
員

が
同
じ
質
問
を
し
た
が
、
昨
年
と
同

様
の
答
え
し
か
返
っ
て
こ
な
い
が
一

年
間
何
を
し
て
い
た
の
か
。
本
城
地

域
で
使
用
し
た
機
械
を
活
用
し
て
、

販
売
で
き
る
ラ
イ
ン
を
整
備
す
る
方

向
に
努
力
し
て
い
く
と
答
え
て
い
る

半
分
に
見
て
も
40
人
、
交
付
税
が

８
０
０
万
円
減
収
に
な
る
、
下
請
け

企
業
や
地
元
商
工
業
の
損
失
な
ど
合

わ
せ
て
、
約
２
０
０
０
万
円
以
上
の

経
済
損
失
が
生
じ
る
。

質
問
　
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た

こ
と
に
、
議
員
で
あ
る
私
に
も
責
任

が
あ
り
反
省
し
て
い
る
。
理
事
者
と

し
て
村
民
に
対
し
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
で
あ
る
か
伺
う
。

村
長
　
最
善
を
尽
く
し
た
が
実
現
出

来
な
か
っ
た
事
は
残
念
で
あ
る
。

質
問
　
残
念
で
あ
る
と
言
う
言
葉
は

自
分
へ
の
気
持
ち
だ
。
村
民
に
対
し

申
し
訳
な
い
、
と
言
う
気
持
ち
を
持

っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

１
０
０
円
稼
ぐ
の
に
２
６
０
円

か
か
る
う
ぐ
い
す
亭
に
つ
い
て

質
問
　
う
ぐ
い
す
亭
は
１
０
０
円
稼

ぐ
の
に
２
６
０
円
も
掛
か
っ
て
い
る

22
年
度
の
売
上
げ
は
、
た
っ
た
の

80
万
円
で
あ
る
、
う
ぐ
い
す
亭
を
廃

止
し
て
は
ど
う
か
。

村
長
　
う
ぐ
い
す
亭
そ
の
も
の
は
赤

字
で
あ
る
が
、
修
那
羅
神
社
周
辺
は

森
林
公
園
と
し
て
全
体
の
運
営
の
拠

点
に
な
っ
て
い
る
。
冠
着
荘
、
そ
ば

が
、
こ
の
間
何
を
検
討
し
て
き
た
の

か
伺
う
。

村
長
　
実
際
に
搾
油
を
し
て
み
た
ら

油
を
こ
す
の
に
非
常
に
手
間
が
か
か

る
、
当
初
予
定
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
搾

油
が
で
き
な
い
事
態
に
直
面
し
、
そ

の
部
分
を
ど
う
解
決
す
る
か
検
討
し

て
い
た
が
、
す
ぐ
具
体
的
に
打
開
す

る
方
策
を
生
み
出
す
に
至
ら
ず
時
間

が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
も
う
少
し

時
間
を
か
け
て
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
油
の
商
品
化
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

子
ど
も
た
ち
に
純
正
な
、
健
康
に
よ

い
菜
種
油
を
、
学
校
給
食
の
場
で
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
軌
道
に
乗
せ

る
に
は
条
件
整
備
、
量
、
価
格
の
問

題
が
今
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実

行
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
な
が
ら

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
検
討
を
重
ね

た
い
。

筑
北
村
Ｂ
級
Ｃ
級
グ
ル
メ
の

開
発
に
つ
い
て

質
問
　
地
元
の
特
産
品
・
農
産
物
を

生
か
し
た
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気

が
あ
る
。
筑
北
地
域
も
昔
よ
り
粉
物

が
毎
日
の
よ
う
に
食
さ
れ
親
し
ま
れ

処
さ
か
い
、
直
売
所
な
ど
、
地
域
全

体
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
そ
の
地
域

全
体
を
健
康
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
開
発

を
検
討
し
て
い
る
。
現
在
、
修
那
羅

神
社
な
ど
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
人
気
が
出
て
き
て
い
る
。

質
問
　
で
あ
る
な
ら
ば
当
然
観
光
客

が
訪
れ
、
う
ぐ
い
す
亭
の
売
上
げ
が

伸
び
る
事
に
な
る
が
如
何
か
。
　

村
長
　
残
念
な
が
ら
23
年
度
は
さ
ら

に
売
上
げ
が
落
ち
る
。
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
売

り
出
し
て
い
く
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
結
果
は
や
が
て
数
字
に
反
映

し
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

す
ぐ
と
言
う
わ
け
に
は
行
か
ず
少
な

く
と
も
３
年
は
掛
か
る
の
で
し
ば
ら

く
時
間
を
頂
き
た
い
。

質
問
　
住
民
の
声
に
、「
村
長
は
大

き
な
夢
が
あ
り
、
構
想
も
優
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
現
実
と
似
合
っ
て
い

な
い
夢
を
描
く
の
も
大
事
だ
が
、
現

状
、
現
実
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た

い
。」
と
い
う
声
を
聞
く
、
目
に
見

え
な
い
先
の
こ
と
よ
り
も
、
一
つ
一

つ
着
実
に
成
果
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

て
き
た
。
こ
の
粉
物
を
使
っ
て
商
品

開
発
を
進
め
た
ら
ど
う
か
提
案
す
る

が
如
何
か
。

村
長
　
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
要

件
は
３
つ
あ
り
、
⑴
食
文
化
と
し
て

そ
の
地
域
に
根
づ
い
て
い
る
の
が
大

事
で
あ
る
。
⑵
食
材
、
つ
く
り
方
に

こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
⑶
住
民
が
そ
れ

を
日
常
的
に
食
せ
る
環
境
に
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
後
の
村
お
こ
し
と
い
う
の
は
、

そ
う
い
う
商
品
開
発
を
つ
く
り
上
げ

な
い
限
り
、
村
お
こ
し
を
す
る
有
力

な
素
材
は
見
当
た
ら
な
い
。
村
と
し

て
は
今
後
そ
う
い
う
可
能
性
を
前
向

き
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

災
害
の
備
え
に
つ
い
て

質
問
　
筑
北
村
で
災
害
が
あ
り
避
難

し
よ
う
と
し
て
も
若
い
世
代
は
仕
事

で
不
在
に
な
り
、
避
難
を
手
助
け
し

よ
う
と
し
て
も
手
数
や
力
も
老
老
で

解
決
で
き
る
か
不
安
で
あ
り
、
ど
う

対
応
す
る
の
か
伺
う
。

村
長
　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
を
起

動
さ
せ
て
、
地
域
の
助
け
合
い
で
皆

さ
ん
を
避
難
す
る
助
け
合
い
の
仕
組

を
作
動
さ
せ
る
取
り
組
み
が
第
一
だ

村
役
場
本
庁
方
式
の
検
討
、

推
進
に
つ
い
て
　
　
　
　 

　
　
　
　
前
山
　
栄
二
　
議
員

質
問
　
役
場
は
現
在
、
総
合
支
所
方

式
を
と
っ
て
い
る
が
本
庁
方
式
を
早

急
に
検
討
し
、
組
織
改
編
を
す
べ
き

と
思
う
が
如
何
か
。

村
長
　
実
際
に
は
先
行
事
例
を
見
る

と
逆
で
あ
り
、
本
庁
方
式
に
集
中
す

る
と
旧
役
場
の
あ
っ
た
所
は
出
先
機

関
と
し
て
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
体
制

が
残
る
だ
け
で
、
住
民
は
本
庁
ま
で

行
か
な
い
と
用
事
が
足
り
な
い
と
い

う
事
に
な
り
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
面

か
ら
い
う
と
む
し
ろ
後
退
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
そ
こ
を
緩
和
す
る
た
め

に
３
ヵ
所
に
拠
点
を
置
き
、
身
近
な

場
所
に
行
政
窓
口
が
あ
っ
た
ほ
う
が

サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
も
良
い
と
い
う

の
が
一
般
的
な
判
断
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
行
財
政
改
革
的
発

想
で
体
制
の
ス
リ
ム
化
、
職
員
の
削

減
、
行
政
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と
い
う

観
点
か
ら
す
る
と
、
本
庁
方
式
の
ほ

う
が
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
村
の

財
政
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
現
実
的
な

判
断
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

　
職
員
数
は
３
総
合
支
所
全
体
で
62

と
思
う
。

　
一
方
、
敬
老
会
の
折
に
空
校
舎
で

共
同
生
活
を
し
て
、
面
倒
み
て
も
ら

え
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
も
ら
え
な

い
か
と
い
う
話
を
聞
き
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
不
安
感
を
解
消
す
る
環
境
づ

く
り
も
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

い
き
た
い
。

キ
ャ
ダ
ッ
ク
の
撤
退
に
つ
い
て

　
　
　
　
柳
澤
　
忠
　
議
員

質
問
　
キ
ャ
ダ
ッ
ク
は
筑
北
村
の
経

済
を
支
え
て
き
た
企
業
で
あ
り
、
村

は
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
と
説
明

が
あ
っ
た
。
し
か
し
筑
北
村
か
ら
撤

退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
村
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
緯
と
、
撤

退
後
の
経
済
損
失
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
村
内
に
新
工
場
を
移
転
す
る

よ
り
、
新
し
い
候
補
地
の
ほ
う
が
相

当
有
利
な
条
件
が
提
示
さ
れ
た
。
ま

た
騒
音
な
ど
の
公
害
が
懸
念
さ
れ
る

企
業
で
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
過

去
に
、
地
元
と
の
経
緯
の
中
で
再
び

後
に
尾
を
引
く
よ
う
で
は
ま
ず
い
と

言
う
企
業
側
の
判
断
が
あ
っ
た
た
め

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

総
務
課
長
　
人
口
の
減
少
は
全
体
の

名
で
あ
り
そ
れ
以
外
の
職
員
は
全
部

出
先
機
関
で
ど
う
ス
リ
ム
化
で
き
る

か
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
温
泉

施
設
や
、
学
校
統
合
問
題
な
ど
総
合

的
に
判
断
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
村
の
第
二
次
行
革
プ
ラ
ン
で

は
本
庁
方
式
採
用
を
26
年
度
よ
り
実

施
の
計
画
に
な
っ
て
い
る
が
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

村
長
　
実
際
の
行
革
の
文
面
は
時
代

や
村
民
ニ
ー
ズ
に
適
応
す
る
た
め
に

本
庁
、
総
合
支
所
な
ど
の
組
織
機
関

を
見
直
す
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
お

り
、
即
イ
コ
ー
ル
本
庁
方
式
を
施
行

す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
と
い
う

中
味
で
あ
る
。

　
全
体
と
し
て
硬
直
化
し
た
縦
割
り

行
政
に
終
始
し
な
い
で
よ
り
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
良
く
提
供
す
る
た
め
に
、

住
民
視
点
で
の
分
か
り
や
す
い
組
織

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
振
興
発
展
を
図
る
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
考
え
る
と
、
プ
ラ
ス
、

マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
の
で
慎
重
に
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
村
は
従
業
員
数
２
０
０
人
超

の
大
企
業
で
あ
る
。
効
率
的
な
組
織

改
編
が
急
務
と
思
う
が
改
め
て
村
長

の
考
え
を
伺
う
。
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村
長
　
本
庁
方
式
を
取
っ
た
時
に
職

員
数
を
削
減
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
と
現
実
的
に
考
え
た
場
合
、
結
論

と
し
て
は
殆
ど
減
ら
な
い
と
言
う
事

で
あ
る
。
ど
う
や
っ
て
ス
リ
ム
化
す

る
と
言
う
事
は
、
前
段
で
触
れ
た
よ

う
に
出
先
機
関
、
つ
ま
り
温
泉
施
設

や
、
学
校
関
係
、
あ
る
い
は
諸
施
設

を
受
託
管
理
し
て
い
る
部
分
の
体
制

を
ど
の
様
に
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

へ
メ
ス
を
入
れ
な
い
限
り
職
員
数
は

減
ら
な
い
と
考
え
る
。
今
後
は
、
将

来
を
展
望
し
な
が
ら
そ
う
い
う
部
分

へ
き
ち
ん
と
構
造
改
革
を
進
め
て
職

員
の
適
正
化
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

活
動
報
告

　
９
月
５
日
（
月
）
松
本
合
同
庁
舎

に
お
い
て
、
地
元
国
会
議
員
・
県
議
、

県
か
ら
は
松
本
地
方
事
務
所
長
、
建

設
事
務
所
長
、
各
村
長
を
来
賓
に
招

き
、
東
筑
摩
郡
町
村
議
会
議
員
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
議
長
に
筑
北
村
の
関

川
議
会
議
長
を
選
出
し
、
各
村
よ
り

一
議
題
を
提
案
し
、
説
明
審
議
を
行

い
、
全
提
出
議
題
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
郡
議
長
会
で
は
、
決
議

さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
つ
い
て
、

国
・
県
の
関
係
機
関
へ
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

　
筑
北
村
で
は
、「
国
道
４
０
３
号

矢
越
防
災（
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
建
設
）

事
業
促
進
に
つ
い
て
」
を
提
案
し
、

前
山
栄
二
議
員
が
説
明
し
ま
し
た
。

各
村
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
題
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
提
出
議
題
】

一
、
国
道
４
０
３
号
道
路
改
良
整
備

（
叶
里
〜
下
田
間
）
の
早
期
実
現

に
つ
い
て
　 

（
麻
績
村
提
出
）

一
、
国
道
４
０
３
号
矢
越
防
災
（
新

矢
越
ト
ン
ネ
ル
建
設
）
事
業
促
進

に
つ
い
て
　 

（
筑
北
村
提
出
）

一
、
歩
道
新
設
（
主
要
地
方
道
塩
尻

鍋
割
穂
高
線
の
上
竹
田
地
区
）
の

早
期
完
了
に
つ
い
て（山

形
村
提
出
）

一
、県
道
御
馬
越
塩
尻
停
車
場
線「
中

組
バ
イ
パ
ス
」
の
早
期
実
現
に
つ

い
て
　
　
　
　
　（
朝
日
村
提
出
）

一
、一
級
河
川
袖
沢
川
牛
沢
地
区
護

岸
修
繕
の
促
進
に
つ
い
て

（
生
坂
村
提
出
）

議
員
視
察
研
修
に
参
加
し
て

総
務
常
任
委
員
会
委
員田

口
　
茂

　
筑
北
村
議
会
議
員
11
名
と
村
長
・

事
務
局
は
９
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
・
岩
手
県
釜
石
市
、
宮
古
市
、
山

田
町
の
研
修
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
釜
石
市
で
は
、
何
キ

ロ
も
手
前
か
ら
津
波
の
痕
跡
が
バ
ス

か
ら
も
確
認
で
き
る
ほ
ど
流
木
、
ガ

レ
キ
が
今
だ
に
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

　
釜
石
漁
港
の
商
店
街
は
津
波
で
破

壊
さ
れ
た
家
、
商
店
が
無
残
な
姿
で

残
っ
て
お
り
人
は
住
ん
で
い
な
い
よ

う
で
し
た
。
ま
た
漁
港
に
は
大
型
の

パ
ナ
マ
貨
物
船
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て

津
波
の
恐
ろ
し
さ
に
目
を
伏
せ
ま
し

た
。

　
釜
石
市
両
石
集
落
、
山
田
町
、
大

槌
町
は
、
津
波
で
木
造
建
築
物
は
全

て
流
さ
れ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎

だ
け
が
残
っ
て
自
然
の
脅
威
、
そ
の

巨
大
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
町
長
や
多
数
の
職
員
が
対
策
会
議

中
に
津
波
で
流
さ
れ
た
大
槌
町
役
場

の
時
計
が
午
後
３
時
30
分
で
止
ま
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

議会日誌
9月
1日～3日

5日
9日～22日

16日
29日

30日

議員研修視察（岩手県）
全員協議会・郡町村議員大会
9月定例会
村敬老会
学校等統合問題検討特別委員会
町村会村長議長合同会議
県町村議長会

10月
4日
13日
17日
19日
21日
23日
26日
27日

郡町村議長会議員交流会   
（国）403 号道路改良期成同盟会中央要望   
農業委員選挙当選付与式   
穂高広域施設組合議会   
議会運営委員会   
知事と市町村長との意見交換会   
県町村議長会定期総会   
第４回臨時会   

提案説明をする前山栄二議員

被
災
地
の
様
子

　
Ｊ
Ｒ
山
田
線
は
津
波
で
鉄
橋
、
線

路
が
流
さ
れ
電
車
が
運
行
出
来
ず
至

る
所
で
雑
草
に
線
路
が
覆
わ
れ
寂
し

い
景
色
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
わ
が
村
の
安
全
の

確
保
、
災
害
へ
の
備
え
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
で
あ
り
、
東
北

の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま

す
。

選
挙
管
理
委
員
会

　
平
成
23
年
11
月
5
日
任
期
満

了
に
伴
う
、
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
が
10
月
16
日
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
届
出
順
】（
敬
称
略
）

　
市
川
　
修 

 

本
城

　
鎌
田
　
義
春  

坂
北

　
久
保
田
　
昌
志 

坂
北

　
升
田
　
博
之  

本
城

　
細
田
　
一
男  

本
城

　
山
田
　
壽 

 

坂
井

　
宮
下
　
秀
男  

坂
井

　
宮
下
　
新
治  

坂
井

　
細
尾
　
武
雄  

坂
北

　
　
　
　
　
　（
以
上
9
名
）

サンサン体操を行いました。

10月4日、筑北村において郡議会
議員交流会が開催されました。

農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
執
行


